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「SASEBO観光クルーズバス  海風」と「佐世保港クルーズ」がことし4月から

スタート！ガイドの説明を聞きながら、いつもとは違った海から、車窓から、

港まち佐世保を体感してみませんか。

佐世保観光クルーズバス 海風
　ラウンジ席も設けられた豪華なオリジナルクルーズバスで、九十九島や

　普段入ることのできないSSK構内（入口付近）などを巡ります。くつろぎ

　ながら車窓からの眺めをお楽しみください。

　【出発時刻】

　　10:00（ハウステンボスを9:20発）、11:30、13:30、15:00、16:30

　　※発着地は佐世保駅みなと口・五番街側。

　【料金】

　　大人1,800円、小人900円　※6月30日（火）まで市民は割引価格（大人

　　1,600円、小人800円）で乗車できます。

佐世保港クルーズ
　軍港としてスタートし、これまでさまざまな歴史や物語を紡いできた佐

　世保港。本クルーズでは、港内にある造船所のドックやクレーン、自衛

　隊・米海軍の艦船などを巡ります。

　※大人30人以上で随時運行します。詳しくはお尋ねください。

【予約・問い合わせ】　佐世保観光情報センター　察22-6630
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朝長市長就任式

　4月30日（木）、本市は3期目となる朝長則男市長の

就任式を市役所で行いました。市長は約300人の職員

を前に、「気持ちは1期目の時と全く同じ」「常に進化し

続ける市政でありたい」など、市政運営に対する意欲

を示し、今後も重点的に取り組んでいく3つの重点政

策や総合病院の独立行政法人化、中核市移行などにつ

いての方針を述べました。

　また、基本理念としている「4C」（チャレンジ・挑戦、

チェンジ・変革、コミュニケーション・意思疎通、チャ

ンス・好機）に、5つ目のＣとなる「クリエイト・創造」

を加えることとし、「地方創生の時期にふさわしく、

新しい時代を創り上げていくという気持ちを持って仕

事に取り組んでほしい」と職員に訓示しました。

　第30代佐世保市長となる朝長市長3期目の任期は平

成31年4月29日までとなります。

重 点 政 策

成長戦略「6本の柱」

　●1 九十九島のPR事業の推進や「海風の国」佐世保・小値賀観

　　光圏事業の推進などによる「観光振興」

　●2 企業立地の推進

　●3 陸上・海上自衛隊、米海軍基地との共存共生による「地域経

　　済活動の推進」

　●4 国際旅客ターミナルを活用したクルーズ客船の誘致や海外

　　都市との交流促進による「国際戦略の推進」

　●5 西海みかん、長崎和牛、九十九島かきなど農水産物のブラ

　　ンド化による「農水産業の振興」

　●6 「直線で日本一長いアーケード」を核にした「中心市街地活

　　性化の推進」

安全安心なまちづくり

　自主防災組織の結成促進、救急医療体制の充実、公共施設の

　耐震化　など

地域の絆づくり

　町内会などの地域コミュニティ活動の活性化支援、協働によ

　るまちづくり事業の展開　など

就任式であいさつする朝長市長
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させぼ振興券
第1次販売スタート!

地元佐世保の経済活性化のため、5,000円で5,750円分の買い物ができる

「させぼ振興券」が販売されます。平成21、22年度にはプレミアム分が

10%でしたが、今回は15%となり、お得度もさらにアップ！発行金額も

大幅に増額されていますので、お得なこの機会にどうぞご利用ください。

販売単位 5,000円/冊
（500円券×10枚+750円券×1枚）

発行総額 34億5千万円
（プレミアム15%分を含む）

※第1次販売で購入した人も第2次販売で再度購入することができます。
※振興券が無くなり次第販売を終了します。

発行日
第1次販売　6月6日（土）～　第2次販売　7月1日（水）～（予定）

使用期限 11月30日（月）まで

購入方法
広報させぼ今月号の折り込みチラシ裏面の「させぼ振興券2015購入申込書」に必要事項
を記入の上、させぼ振興券事務所などの振興券販売所に持参してください（販売所はチラ
シ裏面やWebサイトをご覧ください）。

※振興券で買い物ができる店舗等はWebサイトなどでご確認ください。

購入
限度額

第1次販売　1世帯20冊（10万円分）まで
第2次販売　1世帯20冊（10万円分）まで

15％の
プレミ

アム

松浦
公園

国
際
通
り

●佐世保商工会議所

松浦町公園口 アーケード

佐世保駅施旨市役所 ▼
させぼ振興券
事務所

問い合わせ させぼ振興券事務所
佐世保市商店街連合会・佐世保商工会議所

常盤町4-23（たつみビル1階）

緯 76-9000
http://saseboshinkouken.com

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券

させぼ振興券

500円券
させぼ振興券

500円券

施5,000円
させぼ振興券
750円券

プレミアム
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史
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概
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集
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写真中央の建物が、旧山の田浄水場で使用していた「ろ過砂倉庫」（明治41年完成）。「山の田
貯水池」はその右奥に、新たに完成した「山の田浄水場」は左奥に位置しています

市内で行われた初の水道工事の様子
（明治39年ごろ）
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本
格
的
に

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
�

　
こ
こ
で
は
�
市
最
大
の
能
力
を
誇
る

山
の
田
浄
水
場
の
浄
水
方
法
や
�
貯
水

池
の
水
が
家
庭
に
届
く
ま
で
の
主
な
仕

組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
�

臭
い
を
�
炭
�
に
吸
着
さ
せ
る

　
山
の
田
浄
水
場
で
は
�
ま
ず
貯
水
池
や

取
水
場
か
ら
の
原
水
を
�
原
水
調
整
池
�

に
集
め
�
水
質
の
異
な
る
水
を
一
つ
に

し
ま
す
�
そ
こ
か
ら
�
原
水
混
和
槽
�
に

送
り
�
水
槽
の
中
に
�
微
粉
炭
�
や
水
道

用
薬
品
等
を
加
え
て
混
ぜ
ま
す
�
微
粉

炭
と
は
小
さ
な
粉
末
状
の
炭
の
こ
と
で
�

原
水
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
�
臭
い
�
や

安
全
で
安
心
な
水
が
で
き
る
ま
で

▼

山の田浄水場

▼

▼

▼ 浄水池
膜ろ過できれいになった浄
水をためて配水池に送り出
します

原水調整池
各貯水池や取水場などから水
質が異なる「原水」を集めます

膜ろ過装置
セラミック膜でろ過し、不純物を取り
除きます。場内には膜ろ過の細長い筒
が800本設置してあります

原水混和槽
薬品を使って水質を調整した
り、微粉炭を使って色素や臭気
などを吸着させたりします

微粉炭

▼

取水場
川の水を直接取り入
れ、水道水の元にな
る原水を浄水場へ送
ります

貯水池（ダム）
川の水をせき止めて、
水道水の元になる原
水を貯めます

貯水池から各家庭までの流れ

▼▼
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�
色
の
成
分
�
な
ど
を
吸
着
さ
せ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
�

セ
ラ
ミ
�
ク
膜
に
よ
る
�
ろ
過
�

　
炭
に
臭
い
な
ど
を
吸
着
さ
せ
た
原
水

は
�
最
新
式
の
�
膜
ろ
過
装
置
�
で
ろ
過

し
ま
す
�
こ
れ
は
セ
ラ
ミ
�
ク
膜
を
通

し
て
不
純
物
を
取
り
除
く
装
置
で
�
小

さ
な
穴
が
た
く
さ
ん
空
い
た
膜
に
水
が

染
み
込
む
際
に
�
汚
れ
や
微
粉
炭
�
ば
い

菌
な
ど
を
穴
の
壁
に
く
�
つ
け
て
取
り

除
き
�
き
れ
い
な
水
だ
け
を
外
に
出
す

仕
組
み
に
な
�
て
い
ま
す
�
こ
の
装
置
で

は
�
1
日
に
　
杓
プ
�
ル
約
1
5
3
杯

25

�
約
5
万
弱
�分
も
の
水
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
�

配
水
池
か
ら
各
家
庭
へ

　
膜
ろ
過
装
置
で
き
れ
い
に
な
�
た
�
浄

水
�
は
浄
水
場
内
の
�
浄
水
池
�
に
集
め
�

塩
素
で
消
毒
し
て
か
ら
市
内
の
�
配
水

池
�
に
送
り
ま
す
�
配
水
池
は
朝
夕
の
使

用
量
が
多
い
時
で
も
安
心
し
て
使
え
る

よ
う
に
水
の
量
を
調
整
す
る
た
め
の
施

設
で
�
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
�

　
配
水
池
と
皆
さ
ん
の
家
庭
は
水
道
管

で
つ
な
が
�
て
お
り
�
水
道
施
設
か
ら

の
安
全
で
安
心
な
浄
水
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
�

▼

配水池
水の量を調整して
各家庭に送ります

▼

▼

ポンプ所
山などの高い場所
にも配水できるよ
うに勢いをつけて
　水を送ります

各家庭

▼

施設配置図

山の田浄水場（概要）

所在地　　　　　桜木町7-16

計画浄水量　　　50,600弱／日

設計・建設期間　平成22年10月～27年3月

供用開始　　　　平成27年4月

※山の田浄水場は「水道施設整備費補助（高度浄水施
　設等）」（厚生労働省）と「民生安定施設補助」（防衛
　省）を受けて建設しました。

市内の水源と浄水場

貯水池・取水場地区

川谷貯水池

佐
世
保

山の田貯水池

菰田貯水池

転石貯水池

相当貯水池

相浦川取水場

三本木取水場

四条橋取水場

岡本湧水

下の原貯水池

川棚取水場

小森取水場

踊瀬貯水池吉
井 御橋取水場

鎌投水源

小
佐
々

平原水源

つづら貯水池

楠泊貯水池

第1水源

江
迎

第2水源

第3水源

第4水源

計画浄水量
（㎥/日）浄水場

14,000柚木浄水場

50,600山の田浄水場

36,000広田浄水場

1,200踊瀬浄水場

1,440御橋浄水場

3,520田原浄水場

480楠泊浄水場

990江迎浄水場

1,440潜龍浄水場
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山の田浄水場
山の田浄水場は、完成後約100年を経て施設が古くなっていた旧山の田浄水場と、隣接す

る大野浄水場を統合し、施設の老朽化対策と水道水づくりの効率化を目指して建設した施

設です。最新の方式について専門的な技術・知識を持つ人々の協力の下に設計・建設し、

日々の運転も同様に行い、安全安心で、安定的な水道水づくりを効果的に実現しています。

浄水場の「ろ過方式」
原水の「ろ過方式」には、膜ろ過方式のほか従来から以下の2通りがあります。

緩速ろ過　貯水池や川から送られてきた水を、緩速ろ過池にため、水を何層もの砂利層にゆっくりと通過させて、砂層表

　　　　　面と砂層に増殖した微生物群によって、水中の浮遊物質や溶解物質を捕捉し、酸化分解させる方式。旧山の田

　　　　　浄水場ではこの方式を採用していました。

急速ろ過　原水に凝集剤を投入し、沈殿させて大きな不純物を除去した後、砂などからなるろ過層に速い速度で通過させ

　　　　　て、その中に含まれる微細な浮遊物を除去する方式。大野浄水場ではこの方式を採用していました。

3つの特徴

狭い敷地でも

浄水可能山の田浄水場の建設は、水道の供給を止めるこ

とがないように、古い浄水場を運転しながら、同

じ敷地内に新しい浄水場を建設する必要があっ

たため、狭い敷地でも浄水が可能な「膜ろ過方

式」を採用しました。この方式は、とても細かい

無数の穴が開いた膜を通して、水の汚れなどを

取り除く最新技術が取り入れられています。

最新技術の「膜ろ過」装置

膜ろ過装置で使用したセラミック膜は定期
的に洗浄します。山の田浄水場では、この
洗浄時の水も捨てずに、処理をして浄水の
工程に戻しています。このことにより、貯
水池からの原水の99.9%が水道水になり、
貴重な原水の有効利用につながっています。

貯水池からの原水を
効率よく水道水に！

原水の浄水化率

99.9%

セラミック膜で取り除いた不純物（濃縮汚泥）
は、日光で乾燥し、野菜などの苗を育てる土
としてその100%を有効利用しています。

原水から取り除いた不純物も
野菜などを育てる土に！

不純物を日光で乾燥させる
「天日乾燥床」

濃縮汚泥
の有効利用

100.0%
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問い合わせ　浄水施設全般に関すること　水道施設課　緯24-1151
　　　　　　旧日本海軍の歴史や建造物などに関すること　社会教育課　緯24-1111

3月20日（金）、国や県、建設関係者など約80人に出席していた
だいて「山の田浄水場落成式」を開催しました。テープカット
後の式典で、朝長市長は「水道は市民の皆さまの生活に欠かせ
ないものであり、地域の経済活動を支える重要な役割を担って
います。今後も安全安心な水道水を安定して供給できるように
引き続き努力します」とあいさつを述べました。

【上】旧山の田浄水場ろ過池用ろ過砂倉庫の内部（明治41年完成）【下左】ろ過砂倉庫の

外観【下右】土を台形に盛り上げて造られた「山の田貯水池」（明治41年完成）

旧山の田浄水場には、土木学会選奨土木遺産に認定されるなど、当時の技術を今に伝
える貴重な建築物などが数多く残されていました。また、貯水池周辺は桜の名所とし
ても市民の皆さんに親しまれているため、新しい山の田浄水場の建設に当たっては、
そのような歴史や自然を損なわないように計画し建設しました。

当時の技術を今に伝える土木遺産群

落成式典
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ハウステンボス あじさい祭

国内最多規模、800品種の「あじさい祭」
を開催。メーンスポットの「あじさい
ロード」では、白・ピンク・ブルーの
アジサイがエリアごとに楽しめます。
●時6月6日賞～7月6日訟
●問ハウステンボス総合案内ナビダイ  
　ヤル　緯0570-064-110

郷土史体験講座
虚佐世保の考古学
●時6月12日象10時～12時
●場市役所本庁舎
●内佐世保の歴史（江戸時代前、江戸

　　時代後）についての講座
●料無料●定50人●〆6月10日詔

許三川内焼の里めぐり
●時7月4日賞9時～16時
●場佐世保駅前に集合
●内三川内焼の歴史や文化財の見学など
●料中学生以上1,300円、小学生600円
●定20人●〆6月19日象
●申虚、許とも直接電話するか、参加
　　者の住所、氏名、電話番号、年齢、
　　講座名を記入し、ファクス（25-9682）、
　　はがき（〒857-8585、住所不要）、E
　　メール（syakai@city.sasebo.lg.jp）の
　　いずれかで社会教育課へ
●問社会教育課　緯24-1111

佐世保市中学校体育大会
●時6月13日賞～15日訟（水泳競技は18
　日詳、総合開会式は13日賞9時50分
　から）
●場総合グラウンド陸上競技場ほか
●問学校保健課　緯24-1111

いのちを見つめる講演会
「生きているってすばらしい
～いのちを大切に生きよう～」

6月の「いのちを見つめる強調月間」
の一環として開催します。
●時6月20日賞13時～15時
●場アルカスSASEBO
●内講師：医師・作家 鎌田 實  さ     ん

みのる

●料無料
●問学校教育課　緯24-1111

プール開き
総合グラウンドプール
●時6月28日裳～9月6日裳9時～17時
　※火曜休み（夏休み期間は除く）。
●料 高校生以上410円、小・中学生170
　円、幼児100円　※6月28日裳は、
　中学生以下の入場・ウオータース
　ライダーが無料。
●問総合グラウンド　緯47-3125

小佐々海洋センタープール
●時6月6日賞～9月30日詔9時～21時
　※6月20日賞まで土・日曜だけ開場。
　※火曜休み（夏休み期間は除く）。
●料一般100円、高校生以下50円
※スイミングキャップを必ず着用し
　て下さい。
●問小佐々海洋センター　緯68-3377

水辺の安全教室
●時7月4日賞18時
●場小佐々海洋センター
●内紙芝居、ライフジャケット着用体験、
　ペットボトルでの救助など
●対小学生と保護者、教員など
　※子どもだけの参加はできません。
●料無料
●定先着24人
●申6月10日詔～30日証に電話で小佐々
　海洋センターへ
●問小佐々海洋センター　緯68-3377

クリーンフェスティバル in こさざ
●時7月12日裳10時～14時30分
●場海洋スポーツ基地（小佐々町西川内）
●内海岸のクリーン活動、バーベキュー、
　カヤックなど
●対3歳以上（小学2年生以下は保護者
　同伴）
●料600円
●定先着80人
●申6月10日詔～29日訟に電話で海洋ス
　ポーツ基地へ
●問海洋スポーツ基地　緯68-3378

ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
公
演
情
報

緯
　
・
1
1
1
1

42



市職員採用試験の実施

冗職員課　緯24-1111

受験資格採用予定人員試験職種

昭和60年4月2日以降に生まれ、大学またはこれと同等と認められる学校
を卒業した人か、来年3月までに卒業見込みの人

15人程度事務職（大学）

昭和60年4月2日以降に生まれ、大学またはこれと同等と認められる学校
で専門課程を卒業した人か、来年3月までに卒業見込みの人

3人土木（大学）

2人電気（大学）

1人化学（大学）

1人機械（大学）

次の要件のいずれかを満たす人
暫昭和60年4月2日以降に生まれ、大学またはこれと同等と認められる学
　校で専門課程を卒業した人か、来年3月までに卒業見込みの人
暫昭和51年4月2日以降に生まれ、一級建築士の資格を有する人で、建築
　分野における計画・設計または工事監理について民間企業等での実務
　経験が通算して8年以上ある人

2人建築

次の要件のいずれかを満たす人
暫昭和54年4月2日以降に生まれ、獣医師免許を持つ人か、来年5月まで
　に免許取得見込みの人
暫昭和50年4月2日以降に生まれ、公衆衛生従事の経験があり、獣医師免
　許を持つ人

1人獣医師

試験案内、申込書の配布場所
　市役所玄関案内・職員課、中央保健福祉センター玄関案内、各支所、
　宇久行政センター　※市ホームページからもダウンロードできます。

試 験 日  7月26日裳
試験会場　長崎国際大学
受付期間　6月1日訟～30日証

12

「何か自分磨きをやってみたいけど、どこでできるのか分からない」
「自宅近くで行われているサークル活動の情報が知りたい」などの
声に応えるため、公立公民館や図書館、島瀬美術センターなどの
教育機関が主催・共催する行事やイベント、自主活動グループや
サークルの情報をまとめた「まな Vi 

ビ

 va ! させぼ」を市ホームページ
バ

内に開設しました。教育や子育て、スポーツ、趣味やボランティ
アなど、市民の皆さんの自主活動のきっかけとなる情報を掲載し
ていますので、どうぞご利用ください。
まなViva! させぼ
　市ホームページ（http://www.city.sasebo.lg.jp/）
　トップページ「市民生活・文化・スポーツ」子「生涯学習」
　子「佐世保市生涯学習情報まなViva! させぼ」

生涯学習情報「まなViva! させぼ」を開設しました

冗社会教育課　緯24-1111
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受験資格採用予定人員試験職種

次の要件のいずれかを満たす人
暫昭和55年4月2日以降に生まれ、薬剤師の免許を持つ人か、来年5月まで
　に免許取得見込みの人
暫昭和45年4月2日以降に生まれ、薬剤師の免許を持ち、病院で薬剤師と
　して実務経験が5年以上ある人

3人陰薬剤師  

昭和55年4月2日以降に生まれ、診療放射線技師の免許を持つ人か、来年5
月までに免許取得見込みの人

1人陰診療放射線技師 

次の要件のいずれかを満たす人
暫昭和50年4月2日以降に生まれ、看護師、助産師の資格を持つ人か、来
　年5月までに免許取得見込みの人
暫看護師、助産師の免許を持ち、助産師、看護師または准看護師として10
　年以上の勤務経験がある人

50人程度　隠看護師
　助産師

昭和45年4月2日以降に生まれ、看護師、助産師の免許を持つ人か、来年
5月までに免許取得見込みの人

若干名隠宇久診療所看護師

試験案内、申込書の配布場所
　市立総合病院総務課、市役所玄関案内・職員課、
　中央保健福祉センター玄関案内、各支所、宇久
　行政センター　※市立総合病院・市ホームペー
　ジからもダウンロードできます。

総合病院職員採用試験の実施

試 験 日  陰薬剤師・診療放射線技師　7月5日裳
                 隠看護師・助産師・宇久診療所看護師　7月12日裳
試験会場　市立総合病院
受付期間　陰5月25日訟～6月26日象
                 隠6月1日訟～7月3日象

�市立総合病院総務課　緯24-1515

佐世保公園バーベキュー施設がオープンします

現在整備を進めている佐世保公園（平瀬町）のバーベ
キュー施設の供用を開始します。また、バーベキュー施設
のオープンに伴い、佐世保公園駐車場を有料化すること
としましたので、市民の皆さんのご理解をお願いします。

佐世保公園バーベキュー施設（4基）
　開場期間
　　7月上旬から10月31日賞までの土・日曜、祝日
　　※7月18日賞～8月31日訟は毎日営業します。
　開場時間　11時～15時、16時～20時
　使用料　1基1回につき2,090円
　※1基1回利用につき、使用時間中の駐車料金が1台分
　　無料になります。
佐世保公園駐車場駐車料金
　最初の1時間まで　無料
　駐車時間が1時間を超え、1時間30分まで　200円
　※以降30分ごとに100円が加算されます。
　※12時間ごとに800円を上限とします。

冗公園緑地課　緯24-1111



平成27年度も子育て世帯臨時特例給付金と臨時福祉給付
金を支給します。子育て世帯臨時特例給付金の対象者と
思われる人には6月上旬から順次、自宅に申請書を送付し
ますので、次の要領で申請してください。臨時福祉給付
金については8月上旬に申請書を送付予定です。申請期
間など詳しくは決定後に本紙などでお知らせします。
子育て世帯臨時特例給付金
　児童手当の現況届用紙を兼ねた申請書を送付します
　（ことし5月生まれの対象児童分、5月転入者分は別途送
　付）。なお、公務員で対象となる人は職場から申請書が
　交付されます。
　対  象  者　平成27年5月31日時点で本市に住民票があ
　　　　　　り、平成27年6月分の児童手当の受給者・要
　　　　　　件を満たしている人
　　　　　　※特例給付（児童手当の所得制限額以上の
　　　　　　　人に、児童1人当たり月額5,000円を支給
　　　　　　　しているもの）受給者は対象外です。
　対象児童　平成27年6月分の児童手当の対象となる児童
　給  付  額　対象児童1人につき3,000円（1回だけ）
　申請期間　6月1日訟～12月1日証
　　　　　　※現況届用紙を兼ねた申請書で申請する場
　　　　　　　合は、6月30日証までに提出してください。
　受付場所　中央保健福祉センター4階・子ども支援課、
　　　　　　各支所、宇久行政センター

　　　　　　※ことし5月生まれの対象児童分、5月転入
　　　　　　　者分、公務員で対象となる人は中央保健
　　　　　　　福祉センター8階・申請会場で受け付け
　　　　　　　ます。
　郵送による受け付け
　　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付して申
　　し込んでください（申請書に同封している返信用封
　　筒をご利用ください）。公務員で対象となる人は次
　　の宛て先に郵送してください。
　　宛て先　〒857-0042　高砂町5番1号
　　　　　　臨時福祉給付金事務局
臨時福祉給付金
　対  象  者　平成27年1月1日時点で本市に住民票があり、
　　　　　　平成27年度分市民税（均等割）が課税されな
　　　　　　い人　
　　　　　　※生活保護の被保護者、対象者を扶養する
　　　　　　　人が課税されている場合は対象外です。
　給  付  額　対象者1人につき6,000円（1回だけ）
　DV被害者の事前申し出
　　配偶者の暴力を理由に本市に避難した後に住民登録
　　ができていない人で、一定の要件に該当する場合は、
　　本市で申請ができます。

冗臨時福祉給付金事務局　緯25-9711
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子育て世帯臨時特例給付金、臨時福祉給付金について

特別永住者証明書・在留カードへの切り替えはお早めに

現在お持ちの外国人登録証明書は有効期間までに特別永
住者証明書（永住者の場合は在留カード）へ切り替える必
要があります。7月8日詔直前の時期は混雑が予想されま
すので、早めの切り替えをお願いします。
有効期間
　特別永住者
　暫平成24（2012）年7月9日の時点で16歳以上だった人
　陰外国人登録証明書の次回確認（切り替え）申請期間の
　　始期とされる誕生日が平成27（2015）年7月8日詔ま
　　でに到来する人
　　子平成27（2015）年7月8日詔まで
　隠外国人登録証明書の次回確認（切り替え）申請期間の
　　始期とされる誕生日が平成27（2015）年7月9日詳以
　　降に到来する人

　　子次回確認（切り替え）申請期間の始期とされる誕生
　　　日まで
　暫平成24（2012）年7月9日の時点で16歳未満だった人
　　子16歳の誕生日まで
　永住者
　暫平成24（2012）年7月9日の時点で16歳以上だった人
　　子平成27（2015）年7月8日詔まで
　暫平成24（2012）年7月9日の時点で16歳未満だった人
　陰16歳の誕生日が平成27（2015）年7月8日詔までに到
　　来する人子16歳の誕生日まで
　隠16歳の誕生日が平成27（2015）年7月9日詳以降に到
　　来する人子2015年7月8日詔まで

冗特別永住者子戸籍住民課　緯24-1111
冗永住者子福岡入国管理局　緯092-626-5151
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梅雨が到来！災害に備えましょう

日頃から防災気象情報に気を配り、テレビやラジオなど
で最新の情報を収集して災害に備えましょう。
防災気象情報の活用
　大雨特別警報子台風や集中豪雨により数十年に1度の
　　降雨量となる大雨が予想され、重大な災害の危険性
　　が著しく高まっている場合に発表され、直ちに身を
　　守る行動を取ることが必要です
　大雨警報子大雨で重大な災害が起こる恐れがある場合
　　に発表され、災害危険箇所では避難準備が必要です
　大雨注意報子大雨で災害が起こる恐れがある場合に発
　　表され、避難の心構えが必要です
日頃の備え
　暫危険な場所などを調べ、災害時の避難場所や安全な
　　避難経路などを確認しておきましょう
　暫高齢者などに隣近所で声を掛け合い、災害時には一
　　緒に避難しましょう
　暫多量の降雨、土砂災害の前兆現象など周囲で異変を
　　発見したら早めに避難しましょう
土砂災害の前兆現象
　崖崩れ子崖からの水が濁る、小石が落ちてくる、音が
　　する、崖に亀裂が入るなど
　地すべり子地面にひび割れができる、井戸や沢の水が
　　濁る、崖や斜面から水が吹き出すなど
　土石流子山鳴りがする、雨が降り続いているのに川の

　水位が下がる、川が濁り流木が見られるなど
早めの避難
　土砂災害の多くは雨が原因で発生します。降雨量が1時
　間に20㍉以上、降り始めから100宗以上になったら十
　分な注意が必要です。
避難所表示板
　本市では、地区公民館や学校、公園などを災害時の避
　難所に指定し、地域住民に広く周知するために「避難
　所表示板」を設置しています。避難する場合は、周囲
　の状況を確認し、安全な経路で避難してください。
「佐世保市防災マップ」の活用
　最寄りの避難場所や目標となる公共施設などを示した
　ものです（中学校区単位）。市ホームページにも掲載し
　ています。事前に避難場所を確認しましょう。
防災行政無線テレホンガイド
　防災行政無線で放送された内容を自動音声で確認でき
　ます。※通話料は利用者負担となります。
　テレホンガイド　緯0180-999-987
災害時の連絡先
　暫がけ崩れ、落石等の土砂災害子河川課　緯24-1111
　暫道路に関する災害子道路維持課　緯24-1111
　暫上記以外の災害子防災危機管理局　緯23-9258
　暫火災・救急・救助子消防局指令課　緯119

冗防災危機管理局　緯23-9258

冗市民税課　緯24-1111

6月は市県民税や国民健康保険税などの納税通知書が皆
さんに届く時期です。
通知書の送付予定
　市県民税特別徴収（給与）
　　子勤務先を通じて通知
　市県民税普通徴収・年金特別徴収
　　子6月16日証ごろ送付
　国民健康保険税
　　子6月16日証ごろ世帯主宛てに送付

所得課税証明書の取得は申告が必要
　申告をしていない人は所得課税証明書が取得できませ
　んので、必要な場合は収入の有無にかかわらず申告を
　してください。

　※収入が給与だけの人や、公的年金（遺族年金、障害年
　　金を除く）だけで勤務先や年金機構などから報告が
　　されている人は、申告していなくても所得課税証明
　　書を取得できます。

自動交付機などで所得課税証明書を取得できます
　市役所1階の自動交付機や2階市
　民税課、早岐支所、相浦支所の簡
　易受付機で所得課税証明書が取
　得できます。ぜひご利用ください。
　※ご利用にはさせぼ市民カード
　　が必要です。

市税に関するお知らせ
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「CO2削減ライトダウンキャンペーン」とは、夜でも明る
いことに慣れた日常生活の中、ライトダウン（消灯）する
ことで、普段いかに電気を使っているのかを実感し、地
球温暖化問題について考えてもらうきっかけとなるよう
環境省が実施しているものです。本市ではこの趣旨に賛
同しライトダウンを実施しています。市民の皆さんも安
全や防犯に支障のない範囲でライトダウンに参加して、
地球環境や節電、省エネルギーについて家族で考えてみ
ませんか。
全国一斉消灯日時
　6月22日訟、7月7日証　※20時～22時。

※市ホームページにキャンペーン参加団体を掲載します。

冗環境保全課　緯26-1787

CO2削減ライトダウンキャンペーン

本市では小型家電（10品目）を臨時回収し、リサイクルし
ます。携帯電話などの小型家電には、レアメタルなどの
資源が多く含まれています。ご家庭で使わなくなった小
型家電も貴重な資源です。この機会にどうぞ持ち込んで
ください。
期　　間　6月8日訟～12日象9時～17時
場　　所　環境センター（稲荷町・競輪場横）
対　　象
　陰携帯電話（PHS、スマートフォン含む）
　隠デジタルカメラ韻ビデオカメラ
　吋ポータブル音楽プレイヤー
　右ポータブルDVDプレイヤー宇ラジオ
　烏ビデオ（DVD・ブルーレイ）デッキ
　羽小型ゲーム機（携帯型、据え置き型）
　迂電子辞書雨電卓
　※個人情報を消去し、透明か半透明の袋に入れてくだ
　　さい。充電器やリモコンなどの付属品も対象です。
　　電池、カード類は取り外してください。
　※携帯電話は回収時に穴を開け、個人情報を守ります。

冗環境政策課　緯31-6520

使わなくなった小型家電を回収します

「みんなで創る素敵なまちさせぼ」づくりのため、市民と
行政がそれぞれの特性を生かしながら協働事業に取り組
む「提案公募型協働事業」（平成28年度実施分）を募集します。
市民活動団体や町内会の皆さんからの提案をお待ちして
います。
応募資格
陰市内で活動する団体で規約があり、責任者が明確で、
　団体として独立した明確な経理を行っていること
隠構成員が10人以上で、うち3人以上で役員会等を構成
　していること
韻市内で1年以上活動を行っていること
※陰～③全てを満たすこと。NPO法人やボランティア団
　体だけでなく、町内会なども対象となります。
募集期間
　7月1日詔～24日象
※募集するテーマや応募の条件など、詳しくはホーム　
　ページ「させぼNPO・ボランティア支援ネット」をご覧
　になるか、市民協働推進室へお尋ねください。

冗市民協働推進室　緯24-1111

提案公募型協働事業の募集

太平洋戦争末期の昭和20年6月28日から29日にかけて、
佐世保市は米軍機による爆撃を受けて市街地の大半を焼
失し、多くの尊い命が犠牲となりました。6月29日（月）
10時に市内全域でサイレンを鳴らしますので、亡くなら
れた方のご冥福をお祈りするため黙とうをお願いします。
佐世保空襲資料展
　日時　6月15日訟～25日詳　※土・日曜含む。
　場所　市役所1階・イベントホール
佐世保空襲死没者追悼式
　日時　6月29日訟10時開式
　場所　市民会館（花園町）

冗市民生活課　緯24-1111

佐世保空襲死没者追悼式

みんなでシェアして
低炭素社会へ。

佐世保市役所は、Fun to Share
に賛同しています。

佐世保空襲を語り継ぐ市民の集い
日時　6月7日裳13時30分
場所　旧戸尾小学校体育館
内容　基調講演「平和と暴力」、DVD上映など

冗佐世保空襲を語り継ぐ会（早稲田さん）
緯28-3389
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敬老パス・福祉パスをご利用ください
本市では、高齢者や心身障害者（児）の皆さんが社会活動へ積極的に参加してもらえるよう、市営
バス・西肥バス共通の無料乗車証「敬老特別乗車証（敬老パス）」「福祉特別乗車証（福祉パス）」を
交付しています。対象や手続きなどは次のとおりですので、どうぞご利用ください。

初めて申請する場合の手続き方法など

福祉特別乗車証（福祉パス）敬老特別乗車証（敬老パス）区　　分

身体障害者手帳、療育手帳、精神手帳のいずれか
を持つ市民で、バスに乗車できる人（例外があり
ますので、事前にお尋ねください）

満75歳以上で、バスに乗車できる市民対 象 者

対象者本人か代理人対象者本人（代理人は申請できません）申 請 者

手帳の交付を受けたとき満75歳の誕生日以降申請時期

印鑑と手帳（身障、療育、精神）　身分証（保険証など）必要な物

障がい福祉課（中央保健福祉センター・1階）、宇
久行政センター

健康づくり課（中央保健福祉センター・5階）、各
支所、宇久行政センター申請場所

引き換え券を持って市内の市営バス・西肥バスの指定窓口へ（受け取りは代理人でも可）受け取り

冗健康づくり課（敬老パス）　緯24-1111　冗障がい福祉課（福祉パス）　緯24-1111

更新　誕生月に本人がパス券（福祉パスは身障・療育・精神手帳も）を持って市営・西肥バスの指定窓口へ
紛失　敬老パスは本人が身分証を、福祉パスは本人か代理人が手帳と印鑑を持って担当課か宇久行政セン　
　　　ター（敬老パスは各支所も可）へ。再発行時には手数料が必要です。

　介護保険は40歳以上の人が保険料を負担し合
い、介護が必要になったときに必要な介護を受
けることができる制度です。64歳までは加入し
ている医療保険ごとに保険料が算定され、医療
保険料（税）と合算して請求されます。65歳以上
からは、市が3年ごとに要介護認定者数や介護
サービス利用者数などを見込んで保険料（基準
額）を決定しています。各個人の保険料は、本人
の所得などに応じて9段階に区分し、毎年計算し直
します（右表参照）。
　平成27年度～29年度の保険料（基準額）は右表
のとおり決定しましたので、平成27年度保険料
は6月に発送する通知書でご確認ください。
変更点
　これまでは一部に本市独自の所得段階区分を
　設定していましたが、平成27年度からは国の
　標準に合わせた内容で設定しています。

65歳以上の介護保険料が変わります

保険料
（年額・円）

保険料率 
（%）

課税年金収入と合計所得金額の合計
（そのほか要件）

段階

30,8000.45

生活保護受給者、中国残留邦人等支援給
付受給者、老齢福祉年金受給者で市民税
非課税世帯第1

80万円以下（世帯全員が市民税非課税）

51,4000.7580万円超（世帯全員が市民税非課税）第2

51,4000.75120万円超（世帯全員が市民税非課税）第3

61,7000.9080万円以下（世帯内に市民税課税者あり）第4

68,6001.0080万円超（世帯内に市民税課税者あり）第5

82,3001.20120万円未満（本人が市民税課税）　　第6

89,1001.30120万円以上（本人が市民税課税）第7

102,9001.50190万円以上（本人が市民税課税）第8

116,6001.70290万円以上（本人が市民税課税）第9

冗長寿社会課　緯24-1111

※第6段階以上は合計所得金額だけで判定します。



18

【九十九島パールシーリゾート】〒858-0922  鹿子前町1008  緯28-4187　ファクス 28-4107
 　「海きらら」開館=9時～18時　市民料金（証明書必要）=4歳～中学生520円、高校生以上1,020円
【九十九島ビジターセンター】鹿子前町1053-2  緯28-7919  ファクス 28-7351  HP http://www.kujukushima-visitorcenter.jp/
　開館=9時～18時（入館無料）

〒857-0031　 保立町12-31（市総合教育センター内）　緯23-1517　※駐車場あり。　 開館時間=9時～17時　休館日=火曜、祝日

九十九島工房
カラフル★かくれんぼクマノミ作り

クマノミパズルを組み立て、カラフ
ルなモールでイソギンチャクを作り
ます。クマノミとイソギンチャクの
共生を感じることができる工作です。
●時6月21日裳11時、14時（約45分）
●場「海きらら」こどもひろばあまもば
●対幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料500円（入館料が別途必要）
●定各回先着10人

こどもひろば  お楽しみ会
●時 毎週土曜11時30分、14時30分　
　（約30分）
●内読み語り、折り紙など
●場「海きらら」こどもひろば あまもば
●対幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料無料（入館料が別途必要）

水族館ミステリーツアー
普段は見ることができない水族館の
裏側を、飼育スタッフが案内する人
気のツアーです。展示する前の生き
物の見学やカメの餌やり体験ができ
ます。
●時毎週日曜11時、14時（約30分）
　※開始時間の1時間前から水族館改
　　札奥で受け付けます。
●料300円（入館料が別途必要）
●定各回先着20人

パクパクウォッチング
飼育スタッフが水槽の魚たちに餌を
あげながら、楽しく解説します。大
きさも形も違う生き物たちが、一斉
に餌に集まる姿は圧巻です。
●時毎週月～土曜14時（約20分）
●場月・水・金曜子五島の海水槽
　火・木・土曜子九十九島湾大水槽
●料無料（入館料が別途必要）

西海国立公園60周年記念
モコモコの森の葉っぱで染めよう
九十九島に生えている常緑広葉樹林

の葉を使った草木染めで、オリジナ
ルの染物作品を作ります。
●時6月21日裳13時～16時
●場九十九島ビジターセンター
●対小学生～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料500円（同伴者も有料）
●定20人（応募多数の場合抽選）
●申参加者全員の氏名（振り仮名）、　
　生年月日（学年）、性別、代表者住
　所、電話番号を明記し、ビジター
　センター「モコモコの森の葉っぱ
　で染めよう」係に、はがき、ファク
　スのいずれかで申し込んでくださ
　い　※HPからも申し込み可。
●〆6月12日象必着

九十九島の出前授業をします
九十九島のことを楽しく学べる出前
授業です（無料）。小さな子どもも参
加できる内容もありますので、お気
軽にご相談ください。

プラネタリウム（投映時間：約45分間）

●料高校生以上310円、4歳～中学生150円
　※市民は学習投映が無料です。

16時15時14時13時11時10時
投映
開始
時間

季
節
の
星
座

幼稚園、保育園、学校等の団体予約平日
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学習
投映土曜

エコと
ロジー日曜

おもしろ工作ひろば
簡単な科学工作が楽しめます。
●時毎週土・日曜
　10時30分、11時30分、13時30分、14時30分
●料材料費（内容によって異なります）　※申し込み不要。

よるプラネ（要予約）
仕事などで日中に来ることができない人にも、星空を楽しん
でいただけるイベントです。
●時6月12日象、19日象、26日象　※19時～19時45分。
●料高校生以上310円、4歳～中学生150円
●定各日68人●申事前に電話か直接同館の窓口へ

出
前
授
業

�
大
す
ご
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く
�
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〒857-0026　宮地町3-4　緯22-5618　ファクス 22-9535　開館時間＝10時～18時（木・金曜は一般室、講座室は20時まで）
休館日＝月曜、祝日（月曜の場合は翌日も）、第3金曜　※駐車台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

猛獣探検隊
普段は見ることができないゾウやラ
イオンの獣舎を見学します。ライオ
ン舎では約1メートルの近さまでラ
イオンに大接近。この距離まで近づ
けるのは森きららだけです。ゾウの
餌やり体験もできます。
●時毎週土・日曜、祝日11時（約30分）
●対3歳～（小学生以下は保護者同伴）
●料300円（入園料が別途必要）
●定各日先着20人

ワオアイランドに上陸！

ワオアイランドに入って、間近でワ
オキツネザルを見ることができます。

1頭から4頭に増えてにぎやかになっ
たワオアイランドに遊びに来てみま
せんか。
●時毎日14時30分～15時30分
●料無料（入園料が別途必要）

アガパンサスの見ごろ情報

森きららにおいて、アジサイと並ぶ
梅雨時期の代表花です。
●時6月下旬～7月上旬
●場「森きらら」モンキーゾーンの道沿
　いの花壇

カフェ＆ショップが
リニューアルオープン

暫 moricafe 
モリ カフエ

　営業時間=10時30分～16時
　自然に囲まれたカフェは、ゆった
　りとした「時間」を感じることがで
　きる空間です。テイクアウトもで
　きます。

暫 ZOOSHOP   Kirara 
ズー シヨツプ キララ

　営業時間=9時～17時15分
　　（15時30分オーダーストップ）
　動物や植物をモチーフにしたぬい
　ぐるみや雑貨、お菓子などを取り
　そろえています。

〒857-1231　船越町2172　緯28-0011　HP http://www.morikirara.jp/
開園時間=9時～17時15分　市民料金（証明書必要）=高校生以上620円、小・中学生150円

今月のおすすめ図書

トヤのひっこし
イチンノロブ・ガンバートル 文
バーサンスレン・ボロルマー 絵
津田紀子 訳（福音館書店）
春の終わりに行われる引っ越し。雄大な
モンゴルの景色や遊牧民の生活様式など、
旅の様子が細かく描かれています。

旅の絵本
安野光雄 著（福音館書店）
ページをめくるたび、あたかも実際に旅を
しているような気分になる1冊。今、忘れ
られようとしている心の豊かさを呼び戻
してくれる不思議な世界がいっぱいです。

上記4地区の公民館で本の取り寄せ・返却サービスが
スタートしました。
取り寄せ、返却サービスについて
受付時間=8時30分～17時15分
暫取り寄せ子市立図書館所蔵の図書、雑誌
暫返却子市立図書館、早岐・相浦・世知原・宇久地区
　　公民館図書室、移動図書館「はまゆう号」所蔵の
　　図書、雑誌
※図書館利用者カードの発行もできます。

江迎・大野・小佐々・宮地区公民館で
本の取り寄せ、返却ができるようになりました



市民の方から寄せられた市政への質問などに回答します。

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

観光地としてたくさんの魅力がある佐世保！私も何か観光の分野でお手伝いしたいと思っていますが、
市民でも参加できるボランティアなどを募集していませんか。

現在、市民の方などを対象に「第3期させぼ観光大
使｣「市民ツアーアテンダー」などを募集しています。
観光地佐世保を盛り上げていくため、多くの皆さん
のご応募をお待ちしています。
陰させぼ観光大使
　第3期させぼ観光大使として、佐世保のさまざま
　な情報を発信し、魅力をＰＲするために活動して
　いただきます。
　活動期間：2年間（平成27年8月～平成29年8月）
　対象：18歳以上で本市在住か通勤・通学する人　
　募集人数： 2人
　締め切り： 6月26日（金）

隠市民ツアーアテンダー　
　一定の研修等を受講した後、ツアーアテンダーと
　して佐世保を訪れた観光客の皆さんを案内して
　いただきます。それぞれのライフスタイルに
　合った時間帯を登録し、不定期に従事することが
　できます。SASEBO港まち歩きガイド、SASEBO
　ナイトツアーのガイドも募集しています。
　締め切り： 6月19日（金）
※陰隠とも申し込み方法など詳しくは佐世保観光
　コンベンション協会のホームページをご覧にな
　るか、お尋ねください。
●問佐世保観光コンベンション協会　緯23-6843

「広報させぼ」満足度アンケート

次の①～④のうち、当てはまる番号をお答えください。

①大変良い   ②良い   ③不満   ④大変不満
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5月号の答え　陰シャトルカー 隠世知原 韻予算
4月号の応募状況　180通（正解176・不正解4）

応募方法
「はがき」または「Eメール」に、虚クイズの答え許「広報させぼ」

満足度アンケートの該当番号距住所鋸氏名漁年齢禦電話番号魚

広報紙へのご意見を書いて、6月23日（火）までに（消印有効）広報

係へお送りください。

※応募は1人1通、全問正解者の中から抽選します。発表は発送

　（7月中旬）をもって代えさせていただきます。

九十九島やSSKのクレーンなど、港まち佐世保な
らではのデザインのマグカップかトートバックの
いずれか一つを5人にプレゼントします。
※商品は選べませんのでご了承ください。
【ホームページ】https://suzuri.jp/3710mono/

6月号プレゼント
「SASEBOミナトモノ」オリジナル
マグカップかトートバッグを5人に！

本市では、4月に「膜ろ過装置」など最新式の設備を

備えた「○○○浄水場」が本格的に供用を開始しました。

介護保険は○○歳以上の人が保険料を負担し合い、
介護が必要になったときに必要な介護を受けるこ
とができる制度です。

○○○○焼は平戸藩の御用窯時代から松浦家の下で

作品を制作し、これまで四百年にわたってその技術

を受け継いできました。

煙Eメール    hishok@city.sasebo.lg.jp
　　　　　（携帯電話からも可）

煙はがき　〒857-8585（住所不要）
　　　　　  佐世保市役所秘書課広報係宛て
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煙1人分の栄養価　熱量198kcal、タンパク質11.0g
　脂質9.8g、カルシウム132取、塩分1.6g
煙平成26年度ヘルシークッキングコンテスト
　「野菜部門」最優秀賞

考えていただいた人
近藤京子さん

酸料理のワンポイント
　体に良いと言われるものを、　
　食べやすくまとめました。

佐世保を訪れる観光客の皆さんに「佐世保に来て良
かった」「佐世保にまた来たい」と思っていただくた
めに、市民の皆さんに佐世保の好きなところを伝えて
もらう取り組みです。
対象　市内在住または市内に通勤・通学している人
応募方法
陰市役所、各支所などに設置する応募用紙に必要事項
　を記入し、専用ボックスに投函するか、郵送（〒857-
　8585、 住所不要）、Eメール（kanko@city.sasebo.
　lg.jp）、ファクス（25-9680）で提出する
隠市ホームページ内に掲載する応募フォームに必要
　事項を記入して送信する
応募特典（抽選）
陰本市の友好都市（中国・ 厦  門 市）を訪問する観光PR

ア モイ

　隊に参加していただきます（ペア3組・6人）
隠34人に5,000円相当の佐世保の特産品をプレゼント！
応募期間　6月30日証まで

冗観光物産振興局　緯24-1111

市民の皆さんの「3しい」
（美しい、楽しい、おいしい）を募集します

佐世保の奥座敷・世知原が育む銘茶。県北最高峰・国

見山に抱かれた標高250～450mの高原と冷涼で霧深

い大自然、そして澄んだ豊かな水。高級茶の栽培に適

した条件が三拍子もそろった世知原茶は、産地の規模

こそ小さいですが、「蒸し製玉緑茶」という希少な茶葉

を生産し、各種品評会においても高い評価を得ている

実力派の茶どころです。自園・自製・自販の一貫経営

の生産者が多いのも世知原茶の自慢。蒸し製玉緑茶

特有の濃厚なうま味と高冷地産特有の爽やかな香り

をお楽しみください。

冗観光物産振興局　緯24-1111

世知原茶
シリーズ佐世保の食

ねばねば満点袋

作り方
虚うす揚げの一辺を切り、袋状にする
許オクラは茹でて小口切りにする。ナガイモは皮を
　むいて粗みじん切りに、青じそは千切りにする
距納豆、納豆のたれ、しょうゆ、みりんと許を混ぜ合
　わせ、うす揚げの袋に入れてようじで縫うように閉
　じる
鋸油は引かずにフライパンで両面がカリッとするま
　で焼く

ナガイモ
青じそ
しょうゆ
みりん
青じそ（飾り）

60守
6枚

大さじ1
大さじ1
4枚

材料（2人分）
うす揚げ
納豆
納豆のたれ
オクラ

4枚
1.5パック
1.5袋
8本

ヘルシークッキング
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稲
荷

町
�
藤
原
町
�
木
風
町
�
大
宮
町
�
大

黒
町
�
東
山
町
�
天
神
町
�
天
神
1
�

5
丁
目
�
十
郎
新
町
�
東
浜
町
�
崎
辺

町
�
前
畑
町
�
沖
新
町

●問
河
川
課

6
月
は
市
県
民
税
�
国
民
健
康
保
険

税
の
第
1
期
分
の
納
付
月

忘
れ
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
�
う
�
納

め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
�
特
別
な
事
情
が
な
く

長
期
滞
納
す
る
と
�
滞
納
処
分
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
�

●問
納
税
課�
市
県
民
税
�

●問
保
険
料
課�
国
民
健
康
保
険
税
�

国
保
の
変
更
届
は
　
日
以
内
に

14

国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
�

さ
か
の
ぼ
�
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
�
ま
た
�
ほ
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
も
�
国
保
を
や
め
る
手

続
き
を
し
な
い
と
�
国
保
税
が
引
き
続

き
請
求
さ
れ
ま
す
�
世
帯
主
か
世
帯
員

が
医
療
保
険
課
�
各
支
所
�
宇
久
行
政

セ
ン
タ
�
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
�
や
め
る
と
き
は
保
険
証
を

返
還
し
て
く
だ
さ
い
�

●問
医
療
保
険
課

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
は
�
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
�
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
る�
学
生
納
付
特
例
制
度
�を

ご
利
用
く
だ
さ
い
�

●手
医
療
保
険
課
�
各
支
所
�
宇
久
行
政

　
セ
ン
タ
�
�
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
の
い
ず
れ
か
に
届
け
出

●問
医
療
保
険
課

●問
佐
世
保
年
金
事
務
所
緯
　
・
1
1
8
9

34

平
成
　
年
度
情
報
公
開
�
個
人
情
報

26

保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
請
求
1
2
3
3
件�
公
開
7

3
4
件
�
部
分
公
開
4
6
3
件
�
不
存

在
　
件
�
非
公
開
3
件
�▽
不
服
申
し

33
立
て
0
件
▽
行
政
資
料
閲
覧
コ
�
ナ
�

利
用
1
6
0
4
件
▽
個
人
情
報
の
保
管

等
事
務
1
3
4
4
件
▽
開
示
等
の
請
求

1
6
6
件�
開
示
1
4
6
件
�
部
分
開

示
　
件
�
そ
の
他
7
件
�

13
●問
総
務
課

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
を

人
権
問
題
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
▽
澤
田
和
則�
敬
称
略
�

※
相
談
無
料
�
秘
密
厳
守
�

●問
長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局

　
緯
　
・
4
8
5
0

24

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
所

●時
6
月
　
日
象
　
�
　
時

26

10

16

●場
山
澄
地
区
公
民
館
�
大
野
地
区
公
民

　
館
�
世
知
原
支
所

●内
家
庭
内
や
夫
婦
間
の
問
題
�
職
場
で

　
の
差
別
�
D
V
な
ど

※
相
談
無
料
�
秘
密
厳
守
�

●問
長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局

　
緯
　
・
4
8
5
0

24

出
張
女
性
相
談
室

●時
6
月
　
日
賞
9
�
　
時
●場
ス
ピ
カ

13

16

●内
女
性
の
悩
み
な
ど
に
女
性
相
談
員

　
が
応
じ
ま
す

※
相
談
無
料
�
秘
密
厳
守
�

※
市
役
所
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
�

●問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
緯
　
・
6
1
8
0�
予
約
・
相
談
専
用
�

24

　
緯
　
・
3
8
2
8�
当
日
連
絡
用
�

23

6
月
　
�
　
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

23

29

こ
と
し
の
キ
�
�
チ
フ
レ
�
ズ
は�
地

域
力
 ×
 女
性

か
け
る

 力
�
無
 限
大
の
未
来
�で

イ
コ
�
ル

す
�
身
近
な
女
性
の
活
躍
を
地
域
で
応

援
し
ま
し
�
う
�

�
街
頭
啓
発
イ
ベ
ン
ト
�

●時
6
月
　
日
裳
　
�
　
時

28

10

15

●場
親
和
銀
行
本
店
前
ア
�
ケ
�
ド

※
子
ど
も
向
け
の
コ
�
ナ
�
あ
り
�

●問
人
権
男
女
共
同
参
画
課

農
業
年
金
者
の
現
況
届
受
け
付
け

●時
6
月
1
日
訟
�
　
日
証�
土
・
日
曜

30

　
除
く
�　
※
8
時
　
分
�
　
時
　
分

30

17

15

●場
農
業
委
員
会
事
務
局
�
宇
久
行
政
セ

　
ン
タ
�

　
※
次
の
日
程
で
も
受
け
付
け
ま
す
�

陰
6
月
4
日
詳
吉
井
支
所

隠
6
月
5
日
象
世
知
原
支
所

韻
6
月
8
日
訟
小
佐
々
支
所

22

市
役
所
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�
の
各
課
へ
は

緯
　
・
1
1
1
1�
代
表
�か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
�

24

時

吋
6
月
8
日
訟
鹿
町
支
所

右
6
月
9
日
証
江
迎
支
所

宇
6
月
　
日
詔
J
A
針
尾
支
店

10

烏
6
月
　
日
詳
J
A
南
部
中
央
支
店

11

羽
6
月
　
日
象
J
A
宮
支
店

12

迂
6
月
　
日
訟
J
A
北
部
中
央
支
店

15

雨
6
月
　
日
証
J
A
柚
木
支
店

16

※
陰
隠
�
右
�
雨
　
�
　
時
韻
9
時
　

10

15

30

　
分
�
　
時
　
分
吋
　
時
�
　
時
　
分
�

11

30

13

15

30

●問
農
業
委
員
会
事
務
局

夜
間
漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

水
道
管
の
漏
水
調
査
は
か
す
か
な
漏
水

音
を
聞
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
�
車
両
の
騒
音
や
水
道
の
利
用
が
少

な
い
夜
間
に
区
域
を
決
め
て
実
施
し
て

い
ま
す
�
漏
水
の
早
期
発
見
と
道
路
陥

没
な
ど
の
二
次
災
害
防
止
の
た
め
�
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

●問
水
道
維
持
課
緯
　
・
1
1
5
1

24

慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す

外
地
で
亡
く
な
�
た
人
の
慰
霊
巡
拝
が

行
わ
れ
ま
す
�
実
施
地
域
や
予
定
時
期

な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
長
崎
県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

　
緯
0
9
5
・
8
9
5
・
2
4
2
9

佐
々
川
ア
ユ
漁
の
採
捕
期
間

佐
々
川
で
の
ア
ユ
の
採
捕
期
間
は
6
月

1
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
で
す
�
ル
�

12

31

ル
と
マ
ナ
�
を
守
�
て
�
佐
々
川
の
釣

り
を
楽
し
み
ま
し
�
う
�

※
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
�
カ
ニ
な
ど
を
佐
々

　
川
で
採
る
場
合
は
承
認
証
が
必
要
で

　
す
�
ソ
レ
イ
ユ
吉
井
�
世
知
原
支
所

　
な
ど
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
�

●問
水
産
課

業
務
を
委
託

�
白
浜
キ
�
ン
プ
場
の
公
金
徴
収
業
務
�

白
浜
キ
�
ン
プ
場
運
営
委
員
会�
三
川

内
焼
伝
統
産
業
会
館
公
金
徴
収
業
務
の

一
部
�三
川
内
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

�
市
立
総
合
病
院
自
動
精
算
機
管
理
業

務
�
4
・
5
月
の
市
立
総
合
病
院
駐
車

場
使
用
料
徴
収
業
務
�
市
立
総
合
病
院

休
日
・
夜
間
の
入
院
�
診
療
費
収
納
業

務
�
叙
中
央
ビ
ル
管
理�
市
立
総
合
病
院

医
事
業
務
等
�
叙
ニ
チ
イ
学
館�
旧
戸
尾

小
学
校
施
設
の
管
理
・
体
育
館
実
費
徴

収
業
務
�N
P
O
法
人
ウ
�
ル
・
ド
�

�
市
民
会
館
使
用
料
・
実
費
徴
収
金
徴

収
業
務
�
叙
グ
リ
�
ン
ベ
レ
��
学
校
ナ

イ
タ
�
施
設
の
管
理
・
実
費
徴
収
業

務
��
公
財
�佐
世
保
市
体
育
協
会�
平
漁

港
使
用
料
等
徴
収
業
務
�宇
久
小
値
賀

漁
業
協
同
組
合�
平
漁
港
可
動
橋
車
両

通
過
料
徴
収
業
務
�野
母
商
船
叙
福
岡

支
社
�
九
州
商
船
叙�
佐
世
保
市
漁
民

総
合
セ
ン
タ
�
使
用
料
徴
収
業
務
�佐

世
保
市
漁
業
協
同
組
合�
世
知
原
活
性

化
施
設
�世
知
原
活
性
化
施
設
利
用
者

協
議
会�
冷
水
岳
ふ
る
さ
と
物
産
館
�あ

ざ
み
生
活
改
善
グ
ル
�
プ�
自
動
車
臨

時
運
行
許
可
手
数
料
収
納
業
務
�佐
世

保
自
動
車
協
会�
交
通
公
園
ゴ
�
カ
�

ト
使
用
料
収
納
業
務
�佐
世
保
市
交
通

安
全
連
合
会�
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
�
�

ズ
佐
世
保
利
用
料
実
費
徴
収
業
務
�社

会
福
祉
法
人
む
す
び
会�
船
舶
給
水
施

設
使
用
料
収
納
業
務
�佐
世
保
マ
リ

ン
・
ア
ン
ド
・
ポ
�
ト
サ
�
ビ
ス
叙�
4

�
6
月
の
高
砂
駐
車
場
使
用
料
収
納
業

務
�
叙
中
央
綜
合
警
備
保
障
佐
世
保
営

業
所�
催
告
納
期
を
過
ぎ
た
水
道
料
金

等
収
納
業
務
�九
州
総
合
サ
�
ビ
ス
叙

長
崎
支
社�
水
道
の
中
止
精
算
時
の
水

道
料
金
等
の
収
納
��
一
社
�佐
世
保
市

水
道
事
業
サ
�
ビ
ス
協
会�
水
道
料
金

等
の
窓
口
収
納
�
叙
マ
ゴ
オ
リ�
営
業
申

請
手
数
料
収
納
業
務
�佐
世
保
市
食
品

衛
生
協
会�
食
鳥
検
査
手
数
料
収
納
業

務
�佐
世
保
ブ
ロ
イ
ラ
�
セ
ン
タ
�
叙

計
量
器
定
期
検
査
の
日
程

陰
6
月
　
日
象
西
地
区
公
民
館

12

隠
6
月
　
日
証
九
十
九
地
区
公
民
館

16

※
　
時
　
分
�
　
時
　
分
�

13

30

15

30

※
家
庭
用
計
量
器
は
無
料
で
検
査
し
ま

　
す
�

●問
消
費
生
活
セ
ン
タ
�

生
活
騒
音
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

家
庭
生
活
上
で
発
生
す
る
�
テ
レ
ビ
や

ピ
ア
ノ
�
掃
除
機
�
話
し
声
な
ど
の
音

は
�
時
と
場
合
に
よ
り
�
近
隣
の
人
に

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
�
こ
れ
ら
の
音
は
法
令
の
規

制
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
�
日
頃
か

ら
生
活
音
に
気
を
配
る
よ
う
に
し
ま

し
�
う
�

●問
環
境
保
全
課
緯
　
・
1
7
8
7

26

特殊詐欺被害防止

市内で「特殊詐欺」の被害が多発しています。
「自分はだまされないから大丈夫」と思って
いませんか？ 「名義を貸してほしい」「必
ずもうかる」「事故で相手にけがをさせた」
などの話から、「お金を振り込んでほしい」
「宅配便で現金を送れ」「自宅まで取りに行く」
などと言葉巧みに話を進められ、現金をだ
まし取られるケースが増加しています。最
近は「金融機関も共犯」という言葉で、金
融機関の職員に連絡を取らせないようにす
る場合もあります。身に覚えのない請求書
や他人からの送金依頼は無視し、まず最寄
りの警察署に相談するなどして、詐欺被害
に遭わないように気を付けましょう。

●問交通安全・防犯推進室

23

次

シリーズ安全・安心烏



交
通
死
亡
事
故
を
無
く
す
た
め
に

5
月
　
日
現
在
�
市
内
で
の
交
通
死
亡

12

事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
�
こ
の
ま

ま
交
通
事
故
死
亡
者
数
ゼ
ロ
を
継
続
す

る
た
め
�
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
�

速
度
抑
制
�
最
高
速
度
違
反
は
交
通
死

亡
事
故
に
直
結
す
る
危
険
な
違
反
で
す
�

定
め
ら
れ
た
速
度
を
守
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
�
控
え
め
の
速
度
で
運
転
す
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
�
う

シ
�
ト
ベ
ル
ト
・
チ
�
イ
ル
ド
シ
�
ト

の
着
用
徹
底
�
昨
年
発
生
し
た
交
通
死

亡
事
故
　
件
の
う
ち
�
シ
�
ト
ベ
ル

13

ト
・
チ
�
イ
ル
ド
シ
�
ト
を
着
用
し
て

い
れ
ば
�
け
が
で
済
ん
だ
人
が
7
人
い

ま
し
た
�
発
進
前
の
全
席
着
用
を
徹
底

し
ま
し
�
う

●問
交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

�
文
化
イ
ベ
ン
ト
企
画
塾
�参
加
者

文
化
企
画
の
立
案
や
運
営
に
興
味
の
あ

る
人
向
け
の
文
化
コ
�
デ
�
ネ
�
タ
�

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
�

●時
7
月
5
日
裳
�　
日
裳
�8
月
2
日
裳

19

　
※
　
時
�
　
時
　
分
�

14

16

30

●場
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O�
予
定
�

●対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
�

　
講
座
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

●料
無
料
●定
　
人
程
度

20

●申
住
所
�
氏
名
�
電
話
番
号
�
性
別
�

　
生
年
月
日
を
明
記
し
�
郵
送�
〒
8

　
5
7
・
8
5
8
5
�住
所
不
要
�か
フ
�

　
ク
ス�
　
・
9
6
9
1
�で
文
化
振
興

25

　
課
へ�
電
話
申
し
込
み
も
可
�

●〆
6
月
　
日
訟

22

●問
文
化
振
興
課

ホ
�
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ス
ト
フ
�
ミ

リ
�
登
録
家
庭

市
内
の
長
期
留
学
生�
高
校
生
�な
ど
の

ホ
�
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
�
ホ
ス

ト
フ
�
ミ
リ
�
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
�

●対
　
歳
以
上
の
非
単
身
者
で
�
個
室
が

18
　
提
供
で
き
る
こ
と
�
営
利
目
的
で
な

　
い
こ
と
な
ど

●申
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
�
国
際
政
策
課
へ

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
国
際
政
策
課

市
営
住
宅
入
居
者

定
期
募
集
で
入
居
が
な
か
�
た
住
宅
の

入
居
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
�

●時
平
日
9
�
　
時
17

●場
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
��
松
浦
町
�

●問
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
�

　
緯
　
・
9
6
2
5

25

公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

�
市
営
・
特
定
公
共
�小
�
倉
住
宅�
吉
井

　
地
域
��
世
知
原
中
央
住
宅
�
古
里
住

　
宅�
小
佐
々
地
域
��
平
野
住
宅�
江

　
迎
地
域
��
シ
�
サ
イ
ド
鹿
町
住
宅

●対
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る

　
世
帯�
上
限
あ
り
�

�
公
社
・
特
定
優
良
�ア
ル
フ
��
三
浦
町
�

●対
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る

　
世
帯

�
公
社
・
公
社
賃
貸
�吉
岡
団
地
�
花
高

　
団
地
�須
佐
団
地
�も
み
じ
が
丘
団
地

●対
収
入
認
定
月
額
が
家
賃
の
3
倍
以

　
上
の
世
帯

●問
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
�

　
緯
　
・
9
6
2
5

25

●問
県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

　
緯
　
・
9
6
1
2

22

高
卒
予
定
者
向
け
の
求
人
票

平
成
　
年
3
月
末
高
等
学
校
卒
業
予
定

28

者
の
求
人
票
を
6
月
　
日
賞
か
ら
受
け

20

付
け
ま
す
�
多
く
の
高
校
生
が
地
元
で

就
職
で
き
る
よ
う
�
求
人
票
の
提
出
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
長
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

　
緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
4
0

●問
長
崎
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

　
緯
0
9
5
・
8
9
4
・
3
3
5
4

中
小
企
業
販
路
開
拓
支
援
事
業
補
助
金
 

新
製
品
の
販
路
開
拓
の
た
め
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
�

●内
展
示
会
出
展
費
用
な
ど
�
対
象
経
費

　
の
2
分
の
1
を
補
助�
上
限
あ
り
�

●対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

　
中
小
企
業
者
等

※
申
請
方
法
や
条
件
な
ど
詳
し
く
は
�

　
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
�

　
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●〆
来
年
3
月
　
日
詳

10

●問
産
業
振
興
課

老
朽
危
険
空
き
家
・
空
き
建
築
物
除

去
費
補
助
金

老
朽
危
険
空
き
家
・
空
き
建
築
物
の
除

去
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
�
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

●対
老
朽
し
た
木
造
か
鉄
骨
造
の
建
物

　
で
市
税
滞
納
の
無
い
所
有
者
等
が

　
申
請
す
る
も
の

●内
除
去
工
事
費
の
約
　
%�
上
限
　
万
円
�

40

60

●〆
6
月
　
日
証

30

●問
建
築
指
導
課

安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

耐
震
診
断
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
�

ま
た
診
断
の
結
果
�
基
準
に
適
合
し
な

い
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
は
�
設
計
に
係

る
費
用
と
工
事
に
係
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
�

●対
昭
和
　
年
5
月
　
日
以
前
に
着
工

56

31

　
さ
れ
た
市
内
に
あ
る
戸
建
木
造
住

　
宅
で
�
市
税
滞
納
の
な
い
所
有
者
が

　
居
住
中
の
も
の

●内
耐
震
診
断
費
�
自
己
負
担
額
1
万

　
5
4
0
0
円

※
改
修
計
画
・
改
修
工
事
の
補
助
額
な

　
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●申
建
築
指
導
課
�
各
支
所
に
あ
る
申
込

　
書
に
記
入
し
�必
要
書
類
を
添
え
て

　
建
築
指
導
課
へ

●〆
　
月
　
日
訟

11

30

●問
建
築
指
導
課

24

時

民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
成
分
調

査
の
助
成

建
物
の
吹
き
付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
目
視
で
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
�
そ
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
成
分
調
査
を
行
う
場
合
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
�
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

●対
市
内
に
あ
る
民
間
建
築
物
の
う
ち
�

　
露
出
し
た
吹
き
付
け
で
ア
ス
ベ
ス
ト

　
の
含
有
の
恐
れ
が
あ
る
も
の

●内
成
分
調
査
費
用
全
額�
上
限
　
万
円
�

25

●〆
　
月
　
日
訟�
予
定
�

12

28

●問
建
築
指
導
課

佐
世
保
市
男
女
共
同
参
画
人
材
育
成

事
業
の
参
加
者

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
リ
�
ダ
�

と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

会
の
参
加
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
�

陰
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
�
�
ラ
ム

●時
8
月
　
日
詳
�
　
日
賞

20

22

●場
国
立
女
性
教
育
会
館�
埼
玉
県
�

隠
日
本
女
性
会
議

●時
　
月
9
日
象
�
　
日
裳

10

11

●場
倉
敷
市
民
会
館
ほ
か�
岡
山
県
�

●内
参
加
経
費
の
約
2
分
の
1
を
補
助

●対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
人

●定
若
干
名
　
※
選
考
あ
り
�

●申
住
所
�
氏
名
�
電
話
番
号
�
年
齢
�

　
性
別
�
志
望
動
機
�
希
望
研
修
名
を

　
記
入
し
�
ス
ピ
カ
へ
郵
送�
〒
8
5

　
7
・
0
8
6
3
�
三
浦
町
2
の
3
�か

　
持
参

●〆
7
月
3
日
象
必
着

●問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
��
ス

　
ピ
カ
�緯
　
・
3
8
2
8

23

消
防
設
備
士
試
験

●時
8
月
　
日
裳

30

●場
長
崎
県
立
大
学
佐
世
保
校

●内
甲
種�
特
類
・
第
1
�
5
類
��
乙
種

　�
第
1
�
7
類
�

●料
甲
種
5
千
円
�
乙
種
3
4
0
0
円

●申
書
面
申
請
�
県
北
振
興
局
�
各
消
防

　
署
・
出
張
所
で
願
書
を
配
布
▽
電
子

　
申
請
�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
�

　
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
参
照

●〆
書
面
申
請
�
6
月
　
日
訟
�
7
月

22

　
3
日
象
�
電
子
申
請
�
6
月
　
日
象

19

　
�
　
日
証

30

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
消
防
局
予
防
課
緯
　
・
9
2
5
6

23

市
立
看
護
専
門
学
校
説
明
会

●時
6
月
　
日
賞
　
�
　
時

20

10

12

●場
市
立
看
護
専
門
学
校�
平
瀬
町
�

●内
学
校
概
要
説
明
と
新
校
舎
施
設
案
内

●対
本
校
を
志
望
す
る
人

●申
6
月
　
日
詳
ま
で
に
電
話
か
フ
�

11

　
ク
ス�
　
・
7
3
2
9
�で
市
立
看
護

24

　
専
門
学
校
へ

●問
市
立
看
護
専
門
学
校
緯
　
・
7
3
2
9

24

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
�

親
子
手
ご
ね
パ
ン
教
室�
ど
う
ぶ
つ
の

パ
ン
つ
く
�
ち
�
お
う
�

●時
6
月
　
日
裳
　
�
　
時

14

10

13

●内
親
子
で
一
緒
に
作
る
パ
ン
教
室

●対
子
ど
も�
5
歳
�
小
学
生
�と
保
護
者

●料
1
組
3
0
0
円

●定
ペ
ア
　
組
12

家
族
へ
あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
 

パ
ス
テ
ル
ア
�
ト
で
家
族
ほ
�
こ
り
タ
イ
ム

●時
6
月
　
日
賞
　
�
　
時

20

10

12

●内
家
族
2
人
1
組
で
パ
ス
テ
ル
を
使
�

　
た
メ
�
セ
�
ジ
カ
�
ド
な
ど
を
作

　
成
す
る

●対
子
ど
も�
小
学
生
以
上
�と
保
護
者

●料
無
料
●定
ペ
ア
　
組
10

●申
電
話
か
直
接
ス
ピ
カ
へ

●問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
��
ス

　
ピ
カ
�緯
　
・
3
8
2
8

23

弓
道
教
室

●時
6
月
　
日
賞
�
8
月
　
日
賞
の
土

20

29

　
曜
　
�
　
時�
8
月
　
日
賞
を
除
く
�

14

16

15

●場
県
立
武
道
館
弓
道
場�
名
切
町
�

●対
小
学
5
年
生
以
上
の
一
般
市
民

●料
3
千
円�
道
具
使
用
料
1
回
1
0
0
円
�

●申
6
月
　
日
賞
ま
で
に
電
話
で
佐
世

20

　
保
弓
道
連
盟
へ

●問
佐
世
保
弓
道
連
盟
緯
　
・
7
4
1
7

23

25

次

6月10日～7月12日開催分
させぼ競輪開催日程

グッズ販売コーナー
●時本場開催期間の12～15時
●場正門前販売ショップ
●内競輪グッズや自転車部品の販売
●問選手会長崎支部　緯31-2768

6月10～12日
11～13日
13～15日
14～16日
15～17日
17～19日
18～21日
20～22日
22～24日
23～25日
25～26日
26～28日
27～30日

29日～7月1日
7月2～4日
2～5日
3～5日
5～7日
6～8日
8～10日
9～12日
10～12日

煙熊本S級場外
煙いわき平S級載場外
煙本場開催FⅡモーニング
煙平塚S級載場外
煙別府S級場外
煙四日市S級載場外
煙GⅠ高松宮記念杯場外
煙函館S級載場外
煙久留米S級場外
煙小倉FⅡ載場外
煙和歌山S級場外
煙京王閣S級載場外
煙別府記念場外
煙松山FⅡ載場外
煙松戸S級載場外
煙小松島記念場外
煙本場開催FⅡモーニング
煙函館S級載場外
煙広島S級場外
煙松山FⅡ載場外
煙前橋記念場外
煙川崎S級載場外
※載＝ナイター

させぼ競輪情報  緯31-4797



初
診
時
は
�
か
か
り
つ
け
医
�
か
ら

の
紹
介
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

市
立
総
合
病
院
は
�
地
域
医
療
支
援
病

院
と
し
て
役
割
に
応
じ
た
医
療
を
提
供

す
る
た
め
�
地
域
の
医
療
機
関�
か
か

り
つ
け
医
�と
連
携
を
取
り
�
紹
介
状

に
よ
る
精
密
検
査
や
専
門
的
な
治
療
を

行
�
て
い
ま
す
�
初
め
て
当
院
を
受
診

す
る
と
き
は
事
前
に
予
約
を
取
り
�
か

か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
状
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
�

●問
市
立
総
合
病
院
緯
　
・
1
5
1
5

24

児
童
手
当
の
支
給
と
現
況
届
の
提
出

現
在
の
児
童
手
当
の
該
当
者
に
は
�
6

月
上
旬
に�
現
況
届
�を
自
宅
に
郵
送
し

ま
す
の
で
�
6
月
　
日
証
ま
で
に
提
出

30

し
て
く
だ
さ
い
�
提
出
し
な
い
と
　
月
10

支
給
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
�

ご
注
意
く
だ
さ
い
�
本
年
度
は
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
用
紙
を

兼
ね
て
い
ま
す
�
詳
し
く
は
本
紙
　14

ペ
�
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

※
平
成
　
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
が

27

　
市
外
の
人
は
�
住
ん
で
い
た
市
区
町

　
村
か
ら�
平
成
　
年
度
所
得
証
明
書

27

　�
児
童
手
当
用
��を
取
り
寄
せ
て
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
�

※
詳
し
く
は
郵
送
す
る
書
類
を
ご
覧
に

　
な
る
か
�
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

●問
子
ど
も
支
援
課

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を

●対
幼
稚
園
児
を
持
つ
市
内
在
住
者
　

　
※
国
庫
補
助
分
は
所
得
制
限
あ
り
�

●申
通
園
す
る
幼
稚
園
に
調
書
等
を
提
出

●問
子
ど
も
支
援
課

乳
幼
児
�
母
子
・
父
子
家
庭
�
寡
婦

に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

●対
陰
乳
幼
児
師
0
歳
�
小
学
校
入
学

　
前
の
児
童
隠
母
子
・
父
子
家
庭
師
　20

　
歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
�
配

　
偶
者
の
い
な
い
　
歳
未
満
の
親
と

70

　
子�
　
歳
未
満
�
高
校
在
学
中
で
あ

18

　
れ
ば
　
歳
未
満
��
父
母
が
い
な
い

20

　
　
歳
未
満
の
子
ど
も�
高
校
在
学
中

18
　
で
あ
れ
ば
　
歳
未
満
�
韻
寡
婦
師
　

20

60

　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
民
法
上
に
定

70

　
め
る
扶
養
義
務
者
と
生
計
を
共
に

　
し
て
い
な
い
女
性

●内
陰
隠
入
院
と
通
院
を
助
成
韻
入
院

　
を
助
成

※
陰
以
外
は
所
得
制
限
あ
り
�
韻
資
格

　
認
定
は
さ
か
の
ぼ
�
て
で
き
ま
せ
ん
�

●問
子
ど
も
支
援
課

出
前
保
育

み
ん
な
よ
�
と
い
で
�
！

●時
6
月
　
日
詔
　
時
�
　
時
　
分

10

10

11

30

●場
藤
原
幼
児
園

●内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
�
制
作
�
簡
単

　
な
手
遊
び
�
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

●対
未
就
園
児
と
保
護
者

●料
無
料
　
※
水
筒
�
タ
オ
ル
持
参
�

●問
菫
�
丘
幼
児
園
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
�
緯
　
・
4
1
8
8

34

こ
の
指
と
�
ま
れ
　!!

虚
6
月
　
日
詳
楠
栖
保
育
所

11

許
6
月
　
日
証
ク
レ
�
ル
の
丘
自
治
会
館

16

距
6
月
　
日
象
針
尾
保
育
園

19

鋸
6
月
　
日
訟
イ
オ
ン
大
塔
・
2
階

22

漁
6
月
　
日
詔
日
宇
保
育
所

24

禦
6
月
　
日
詳
楠
栖
保
育
所

25

魚
7
月
9
日
詳
楠
栖
保
育
所

※
虚
許
距
漁
禦
魚
　
時
�
　
時
　
分
�

10

11

30

　
鋸
　
時
　
分
�
　
時
　
分
�

13

30

15

30

●内
制
作
�
手
遊
び
�
読
み
聞
か
せ
な
ど

●対
未
就
園
児
と
保
護
者
�
妊
婦

●料
無
料
　

※
水
筒
�
タ
オ
ル
�
着
替
え
を
持
参
し

　
て
く
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●問
ル
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ビ
ニ
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育
て
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援
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サ
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ラ
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1
0
0
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み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
！

虚
6
月
　
日
証
柚
木
地
区
公
民
館

16

許
6
月
　
日
証
柚
木
地
区
公
民
館

30

距
7
月
7
日
証
柚
木
地
区
公
民
館

鋸
毎
週
水
曜�
祝
日
を
除
く
�小
佐
々
地

　
区
公
民
館

※
9
時
　
分
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時
�

30

12

●内
保
育
士
と
親
子
で
遊
ぶ

●対
未
就
園
児
と
保
護
者
�
妊
婦

●料
無
料

●問
日
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

　
緯
　
・
3
2
6
4
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育
児
講
座

●時
6
月
　
日
裳
　
時
　
分
�
　
時

21

10

30

12

●場
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
�

●内
母
と
子
の
関
係
を
知
ろ
う�
講
師
�

　
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
�
・
江
藤
小
夜

　
子
さ
ん
�

●対
乳
幼
児
の
父
親

●料
無
料

●定
　
人
程
度
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●申
6
月
8
日
訟
か
ら
電
話
で
子
ど
も

　
発
達
セ
ン
タ
�
へ

※
託
児
な
し
�

●問
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
�

　
緯
　
・
3
9
4
5

23

26

市
役
所
・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�
の
各
課
へ
は

緯
　
・
1
1
1
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代
表
�か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
�
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時

企
業
・
父
親
育
児
促
進
子
育
て
講
演
会

●時
7
月
　
日
裳
　
時
�
　
時
　
分

12

14

15

30

●場
清
水
地
区
公
民
館

●内�
仕
事
も
家
族
も
大
切
に
！
�
と
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に
歩
み
�
と
も
に
育
つ
�
��
講
師

　
�
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ふ

　
く
だ
友
子
さ
ん
�

●対
企
業
と
乳
幼
児
の
父
親
・
母
親
�
子

　
育
て
に
関
心
の
あ
る
人

●料
無
料

●申
電
話
で
幼
児
教
育
セ
ン
タ
�
へ

※
託
児
あ
り�
　
人
程
度
��要
予
約
�
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●問
幼
児
教
育
セ
ン
タ
�

　
緯
　
・
0
5
5
0
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地
域
子
育
て
懇
談
会

虚
6
月
　
日
象
西
地
区
公
民
館
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許
6
月
　
日
象
相
浦
文
化
セ
ン
タ
�

19

距
6
月
　
日
象
吉
井
地
区
公
民
館
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※
　
時
�
　
時
　
分
�

10

11

30

●内
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
が
で
き
る

　
環
境
づ
く
り
に
役
立
て
る
懇
談
会

●対
民
生
委
員
�
主
任
児
童
委
員
�
育
児

　
サ
ポ
�
タ
�
�
子
育
て
に
関
心
の
あ

　
る
人
�
乳
幼
児
の
母
親
な
ど

●料
無
料�
託
児
あ
り
�
要
予
約
�

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
�

　
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
�

●問
虚
中
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

　
　
緯
　
・
1
9
0
3
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許
距
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

　
　
緯
　
・
3
3
2
9
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心
の
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
講
座

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
と
精
神
障
害
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
�
地
域
で
支
援
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
を
養
成
す
る
講
座
で
す
�

虚
6
月
　
日
詳
早
岐
地
区
公
民
館
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許
7
月
2
日
詳
早
岐
地
区
公
民
館

距
7
月
9
日
詳
早
岐
地
区
公
民
館

鋸
7
月
　
日
詳
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�

16

漁
7
月
　
日
詳
早
岐
地
区
公
民
館
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※
虚
許
距
漁
　
�
　
時
�
鋸
　
�
　
時
�

14

16

13

16

●対
全
日
程
受
講
可
能
な
人

●料
無
料

●定
先
着
　
人
程
度
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●申
電
話
で
障
が
い
福
祉
課
へ

●〆
6
月
　
日
象
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●問
障
が
い
福
祉
課

市
立
総
合
病
院
の
健
康
教
室

●時
6
月
　
日
詔
　
�
　
時

17

14

15

●場
市
立
総
合
病
院

●内
お
口
か
ら
の
健
康
づ
く
り

●料
無
料
　
※
予
約
不
要
�

●問
市
立
総
合
病
院
緯
　
・
1
5
1
5
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
�
等
で
実
施
す
る

歯
科
健
康
教
育
�
相
談

虚
6
月
　
日
象
よ
し
い
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吉
井
町
�
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許
6
月
　
日
詔
つ
く
も
荘�
下
船
越
町
�
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距
6
月
　
日
象
あ
た
ご
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中
里
町
�
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※
虚
　
�
　
時
�
許
距
　
�
　
時
�
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13
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●内
お
口
の
 嚥
  下
 体
操
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唾
液
腺
マ
�
　

え
ん
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サ
�
ジ
�個
別
歯
科
相
談
な
ど

●料
無
料

●問
健
康
づ
く
り
課

運
動
普
及
推
進
員
の
健
康
ウ
オ
�
キ

ン
グ

●時
6
月
　
日
詔
9
時
　
分

17

30

●場
北
地
区
公
民
館
集
合

●内
佐
世
保
市
健
康
ウ
オ
�
キ
ン
グ
モ

　
デ
ル
コ
�
ス�
自
然
歩
道
と
眼
鏡
岩

　
コ
�
ス
��
約
6
・
4
灼
�

●料
無
料

※
予
約
不
要
�
参
加
者
に
は
モ
デ
ル
　

　
コ
�
ス
マ
�
プ
集
を
差
し
上
げ
ま
す
�

●問
健
康
づ
く
り
課

い
き
い
き
元
気
食
事
づ
く
り
教
室

虚
6
月
　
日
詳
�　
日
詳
�　
日
詳
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18

25

　
ス
ピ
カ

許
6
月
　
日
証
�　
日
証
�　
日
証
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23

30

　
清
水
地
区
公
民
館

※
　
時
�
　
時
　
分
�

10

12

30

●内
手
軽
な
メ
ニ
�
�
の
調
理
実
習
と
�

　
元
気
で
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
の

　
口
腔
ケ
ア
や
低
栄
養
防
止
な
ど
の

　
学
習

●対
許
は
男
性
だ
け
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次

本市は、高齢者の孤独死や子どもの虐待などを未然に防
ぐために、市内の団体・事業者と「地域見守りネットワー
ク協定」を締結しています。4月14日、新たに生活協同組
合ララコープと本協定を締結しました。今後も地域見守
りの体制づくりに取り組んでいきますので、事業者の皆
さんのご協力をお待ちしています。

【地域見守りネットワークを締結している団体・事業者】
長崎新聞長崎会、西日本新聞エリアグループ長崎、九州
電力叙佐世保営業所、佐世保ヤクルト叙、佐世保管工事
協同組合、西部ガス叙佐世保支店、第一生命保険叙佐世
保営業支社、生活協同組合ララコープ

●問保健福祉政策課

佐世保市地域見守りネットワーク協定を締結
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回
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●申
前
日
ま
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※
1
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健
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く
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老
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認
知
症
や
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医
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�
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医
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中
の
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�
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長
寿
社
会
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介
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�
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央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�
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床
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理
士
に
よ
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●対
在
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介
護
し
て
い
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人
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無
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※
要
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約
�

●問
長
寿
社
会
課

介
護
教
室

介
護
方
法
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技
術
や
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習
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で
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よ
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に
市
内
各
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催
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い
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日
詔
大
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地
区
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館
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賞
長
坂
町
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13

距
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日
賞
や
ま
ず
み
荘
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�
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�
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長
寿
社
会
課

高
齢
者
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支
援
の
た
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の
情
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提

供
に
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を
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高
齢
者
の
情
報�
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
�を
民
生
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に
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供
し
ま
す
�

皆
さ
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の
ご
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�
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�
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寿
社
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散
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持
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ペ
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う
に
�
マ
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を
守
�

て
犬
を
飼
い
ま
し
�
う
�

●問
生
活
衛
生
課
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子どもの発達
暫療育相談（要予約）※遊びの広場あり。
　●問子ども発達センター　緯23-3945
暫歯科保健相談（要予約）●問健康づくり課

障がい福祉　●問障がい福祉課
虚アルコール依存相談
　障がい福祉課で随時受け付け
許佐世保断酒会　6月23日証13:30
　中央保健福祉センター
距精神保健相談　6月11日詳、7月2日詳
　中央保健福祉センター
鋸発達障がいデイケア　毎月第2金曜
　10:00　中央保健福祉センター
漁脊髄小脳変性症の集い（アジサイ会）
　6月19日象13:30　スピカ
禦膠原病友の会　6月18日詳13:30
　福祉活動プラザ
魚ひきこもり家族会（あのねの木）
　6月17日詔10:00　福祉活動プラザ
亨精神障がい者家族の会（ゆみはり会）

　6月27日賞13:00　※会場はゆみはり
　会（090-2509-1381）にお尋ねを。
享高次脳機能障害当事者・家族の集い
　6月13日賞、27日賞13:00
　市民活動交流プラザ（戸尾町）
※虚亨は予約不要、許は要予約、距は1週
　間前までに要予約、鋸漁禦魚享の新規
　参加者は事前に障がい福祉課へ連絡を。

医療に関する相談
●問保健福祉政策課
平日8:30～17:15（電話での相談）
医療安全支援センター　緯25-9723

6月の健康テレホン　緯0120-555-203
譲カリウムが高いと言われたら
醸足の指の痛み、モートン病
錠子どもの睡眠嘱夏の肌のお手入れ
埴気になりませんか、お口のかわき
飾蒸子宮脱などの骨盤臓器脱
●問長崎県保険医協会　緯095-825-3829

相談 など

休日・夜間の救急医療体制
【市立急病診療所】緯25-3352
　月～土曜20時～23時（内科・小児科）、日曜・祝日
　10時～18時（内科・小児科・外科）　※受け付けは
　診療終了時間の15分前まで。上記時間外は当番病
　院を確認（緯23-8199）して受診してください。
【当番病院】（輪番制）
　内科・外科=市立総合病院、中央病院、共済病院、
　　労災病院、杏林病院、三川内病院
　外科=福田外科病院、俵町浜野病院
　内科=久保内科病院、京町内科病院、千住病院
●問医療政策課
長崎県小児救急電話相談
お子さんの急な病気やけがなどのとき、経験豊富な
看護師がアドバイスします（診断ではありません）。
●時毎日19時～翌朝8時　緯#8000
　ダイヤル回線　緯095-822-3308
※夜間や休日の診療は緊急の場合の対応です。体
　調がすぐれないときは、早めにかかりつけの医
　療機関を受診してください。

救急医療体制のご案内
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虚がん検診（受診は各種年1回、下表1）
●場市内の登録医療機関

許肺がん検診（胸部レントゲン、受診
　は年1回、下表2）
●対40歳以上　
●料X線=400円、X線+ 喀 

かく

 痰 検査=900円
たん

※肺がん検診は結核健診も兼ねます。

距成人歯科健診、歯科相談（要予約・
　無料）
　●時火曜9:00～11:00（祝日を除く）
　●場中央保健福祉センター
　※歯科健診は指定の火曜だけです。
　　実施日はお尋ねください。
　※市内の登録歯科医療機関でも受診
　　できます（受診料500円）。

鋸肝炎ウイルス検査（無料）
　●時月曜13:00～16:00（祝日を除く）
　●場中央保健福祉センター
　●対感染の不安があり、肝炎ウイルス
　　検査を受けたことがない人

　※20歳以上の検査未受診者は、市内
　　の登録医療機関でも受診できます。

漁エイズ・性感染症相談・検査（匿
　名・無料）
　【相談】緯0120-104-783
　　（平日8:30～17:15） 
　　Eメール shc783@city.sasebo.lg.jp
　【検査】●場中央保健福祉センター
暫エイズ通常検査・クラミジア抗原
　　検査（結果は翌週渡し）
　　●時 月 曜9:00～11:30、13:00～　
　　　16:30　※祝日を除く。
　暫エイズ即日検査（要予約、結果は
　　約40分後渡し）
　　●時 火曜13:00～16:00、木曜9:00
　　　～11:00　※祝日を除く。
　　　6月16日証13:00～19:00

禦大腸がん検診（要予約、受診は年1回）
　検体採取キットを自宅へ郵送します
　ので、2日分を採取し6月17日詔か7
　月1日詔の8:30～12:00に健康づくり

　課へ提出してください。
　●対40歳以上●料600円
　●申検体提出日の5日前までに電話で

魚骨粗しょう症検診（要予約・無料）
　●時7月15日詔8:40～11:00
　●場中央保健福祉センター
　●対検診時か来年3月31日現在の年齢
　　が40・45・50・55・60・65・70
　　歳の女性
　●定先着45人●申6月10詔から電話で
　
亨乳幼児健診（約1カ月前に該当者に
　通知します）
　お子さんの成長と発達に欠かせない
　大切な健診です。仕事などで忙しい
　かと思いますが、受診をお願いします。
　4カ月児健診子●対3～4カ月ごろ
　1歳6カ月児健診子●対1歳6カ月ごろ
　3歳児健診子●対3歳6カ月ごろ

●問健康づくり課（虚～魚）
●問子ども保健課（亨）

表2  肺がん検診

時間場所区分

9:20～10:10旧鹿町母子保健センター
6月12日象

10:30～11:20大屋公民館

9:20～10:10やすらぎ館
6月18日詳

10:30～11:20鹿町支所

9:20～10:10城間集落センター
6月19日象

10:30～11:20奥山町公民館

9:00～11:00鹿町体育館6月23日証

9:20～10:10宮津町バス停先
6月24日詔

10:30～11:20瀬道町公民館

9:00～11:00大野地区公民館6月26日象

9:00～11:00宮地区公民館7月  2日詳

9:00～11:00日宇支所7月  7日証

9:00～11:00相浦文化センター7月10日象

8:30～11:30中央保健福祉センター
※祝日を除く。

毎週月・火曜

13:00～16:30毎週水・木曜

表1  がん検診

70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃

X線 400円
X線＋喀痰検査 900円

－－肺

600円－－大腸

頸部（けいぶ） 1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

400円－－－前立腺

健診・検査など
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※この徳育通信を切り抜いてノートに貼り、「徳育ノート」として家庭で保管しましょう！

聞いて「徳」する話陰　バスの中でほのぼのとした気持ちに
39

　先日、市バスに乗ったときのことです。60歳くらいの
男性が、両替機で5千円札を両替しようとしましたが、バ
スの両替機では千円札の両替しかできません。運転手は5
千円札は両替できないという説明をし、男性は諦めたよ
うでした。次に1万円札の両替を試みますが、やはり両替
はできません。そこで、運転手が「お客さんの中に5千円
札の両替ができる人はいませんか？」と放送をしたところ、
乗り合わせた40代のご夫婦が「できますよ」と2人で千円
札を5枚出し、男性は無事に5千円札を両替することがで
きました。
　以前にもこんなことがあったような気がして、ほのぼ
のとした気持ちになりました。男性に代わって良かった、

助かった、と思いました。他人事ですが、そのバスの中で
ほっとしたのは私だけでは無かったと思います。

ボランティアガイド　水口　良照（70代）

韓国・中国からの国際交流員を任命

「聞いて徳する話」募集中
皆さんの“聞いて「徳」する話”を募集しています。応
募用紙に必要事項を記入し、事務局に応募してくださ
い。応募用紙は市HPからダウンロード可。
【事務局】佐世保徳育推進会議（佐世保市教育会内）　
〒857-0054　栄町4番11号　電話・ファクス 23-2856
Eメール sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp

冗国際政策課　緯24-1111
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　本市では、地域における国際理解の促進や国際交流の進
展を図ることを目的に、平成9年度から国際交流員を招致
しています。今年度任命されたのは、ことしで4年目とな
る 李  載  宇 さん（韓国・ソウル特別市出身）と、2年目となる 楊 

イ ゼ ウ ヨウ

 琳琳 さん（中国・瀋陽市出身）の2人です。市の事業に係る
リンリン

翻訳や通訳、国際交流団体の支援などの業務を行うほか、
依頼に応じて市民の皆さんに向けた出身国の文化等の出
前講座などを行います。

佐世保でいろいろな体験をしたい（楊琳琳）
　皆さん、初めまして。佐世保市の友好交流都
市・中国瀋陽市出身で、昨年の10月から国際交流
員として勤務しています。私は大学で日本語学を
専攻し、修士課程を修了した後、日本貿易振興機
構（JETRO）の大連事務所や瀋陽市政府外事弁公
室で働いてきました。
　佐世保に来るのは初めてでしたが、街はきれい
で、食べ物がおいしくて、初めての日本滞在が佐
世保でよかったと感じています。佐世保にいる間、
いろいろな体験をしたいと思っています。
　国際交流員として、両市の文化・観光・経済な
ど幅広い分野で活動を展開し、お互いに理解を深
めることに貢献することはもちろん、佐世保での
仕事や生活も満喫し、頑張っていこうと思ってい
ます！どうぞよろしくお願いします。

多くの出会いがあった3年間！また1年頑張ります
（李載宇）
　平成24年4月に国際交流員として赴任してから
ことしで4年目になります。
　佐世保市は韓国・坡州市と姉妹都市、釜山広域
市西区と国際親善都市を提携し、青少年交流や行
政交流など幅広い分野で交流をしています。活発
な交流の中、両国の懸け橋として貢献できるよう、
頑張っています。
　これまで佐世保で過ごした3年間、多くの人と
の出会いがありました。そして、さまざまな業務
を通じてたくさん勉強することもできました。ま
た1年、佐世保で頑張ることができ、嬉しい限り
です。今年度もどうぞ、よろしくお願いします！
カムサハムニダ（ありがとうございます）！
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冗行財政改革推進局　緯24-1111

煙テレビ
　NBC  土曜9時25分～30分、KTN  NCC 土曜11時40分～45分
　N I B  日曜6時30分～35分
煙ラジオ
　NBC  日曜19時25分～30分、　FM長崎  火曜19時5分～10分
　FMさせぼ 火曜10時30分～35分・日曜  9時30分～35分
煙新聞　長崎新聞 毎月第2・4火曜

5月1日 現在
煙総人口 253,706人（+1,112人）
　男性 119,225人（+798人）、女性 134,451人（+314人）
煙世帯数 106,253世帯（+818世帯）
※4月中の動き
　転入 2,112人、転出 879人、出生 171人、死亡 292人

　
さ
せ
ぼ
市
政
だ
よ
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人
の
動
き

シリーズ九十九島京
「海きららにおけるカブトガニの研究」

　九十九島の貴重な自然現象を象徴する生き物の
一つに「カブトガニ」があります。
　カブトガニは、2億年以上も前から現代まで、ほぼ同
じ形を維持していることから「生きた化石」として広く
知られています。7月～9月の大潮の満潮時に砂浜で産
卵し、大きくなるにつれて 藻  場 、海底へ移動します。

も ば

　九十九島にもカブトガニが生息していて、九十九島
水族館では平成12年以来、約15年間にわたってカブト
ガニの生息地や産卵場所などを調査研究してきました。
また、カブトガニを題材にした観察会や出前講座など
次世代の環境教育にも力を入れています。
　九十九島で取り組んできたカブトガニの研究や
地域に根差した活動は世界からも注目を集めており、
「第1回カブトガニ国際シンポジウム」（米国・ニュー
ヨーク）や「第2回カブトガニワークショップ」（中
国・香港）で活動報告発表を行ってきました。また、
これまでの功績が認められるとともに、九十九島
の美しさを世界中の人たちに見せたいという機運
も高まったことから、ことし6月には「第3回国際
ワークショップ」が日本の九十九島を舞台に開催
されます。
　九十九島が誕生するずっと前から、この海で命
をつなぎ、環境の変化を見続けてきたカブトガニ
をこれからも守り、育てていくため、活動を続け
ていきたいと思っています。

冗観光物産振興局　緯24-1111

平成27年5月号13ページの本文の「葉港テラス」命名者に「小林泰助さん」とあったのは「小林泰輔さん」の誤り
でした。みなと整備課からお詫びして訂正します。

お詫びと訂正

シリーズ中核市移行許
中核市移行のメリットって？

　中核市とは政令指定都市などの都市制度の一つ
で、本市は来年4月の移行を目指し、現在さまざ
まな準備を進めています。
　中核市移行に伴い、本市の事務権限が拡大され
ることから、より充実したサービスを提供するこ
とができるようになります。今回は、中核市移行
に伴うメリットについて、分野ごとに紹介します。

陰民生・福祉
暫民生委員の人数を決定することができるように
　なり、地域の実情やニーズに合った対応が可能
　になります
暫身体障害者手帳の交付や母子父子寡婦福祉基金
　の貸付業務の一連の手続きがよりスムーズにな
　ります
暫社会福祉施設の認可業務の一連の手続きを行う
　ことができるようになります
隠環境・まちづくり
暫大気汚染防止、ダイオキシン類に関する届け出
　や監視の態勢を強化できるようになります
暫景観形成に関わる屋外広告物の表示について、
　規制したり、誘導を行うことができるようにな
　ります
韻教育・文化
暫身近な場所で、独自のカリキュラムで教職員向
　けの研修を実施できるようになります
暫文化財の保護について、適切な管理を行うこと
　ができるようになります

これらのメリットのためだけではなく、県北、西
九州北部地域を代表する都市として、本市の知名
度や存在感がより一層高まり、広域の発展に貢献
していくことを目指しています。


